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世帯数　62,151世帯（前月比64世帯増）

人　ロ　182,645人（前月比127人増）

　　男　90,218人

　　女　92,427人
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火災・救急出動ともに増える

　
市
消
防
本
部
で
は
、
平
成
五
年
の
火
災
・
救
急
統
計
を
ま
と

め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
火
災
原
因
の
一
位
・
二
位
が
「
放

火
の
疑
い
」
と
「
放
火
」
。
ま
た
、
救
急
出
動
で
は
高
齢
者
の

急
病
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
統
計
を
参
考
に
、

火
災
の
予
防
や
救
急
車
の
正
し
い
利
用
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
各
消
防
（
分
）
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

を
。

１
月
2
6
日
（
火
）
は
文
化
財
防
火
デ
ー

火
災
か
ら
ま
も
ろ
う
　
み
ん
な
の
文
化
財

　
１
月
2
3
日
（
日
）
～
2
9
日
（
土
）
ま
で
文
化
財
防
火
運
動
実
施

　
二
十
六
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。

　
昭
和
二
十
四
年
の
こ
の
日
、

奈
良
法
隆
寺
の
金
堂
か
ら
出
火

し
、
国
宝
の
十
二
面
壁
画
の
大

半
が
消
失
。
国
民
の
財
産
で
あ

る
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
二
度
と
繰

昨
返
さ
な
い
ぷ
コ
、
こ
の
日
が

附
随
元
ま
し
た
。

　
宇
治
に
は
平
等
院
鳳
凰
堂
や

宇
治
上
神
社
本
殿
な
ど
の
国
宝

を
は
じ
め
多
く
の
貴
重
な
文
化

財
が
あ
り
ま
す
。

　
先
人
が
築
唇
上
げ
た
大
切
な

文
化
財
を
後
世
に
伝
え
残
す
こ

と
は
、
私
た
ち
の
大
事
な
努
め

で
す
。

消防本部　（S22･3141)

中署　（S22･0119）

西署　（S20･3900）

東宇治分署（a31 ･8759）

伊勢田分署（S43･4780）

棋島分署　（昔24･5105）

一
火
災
統
計
か
ら

　
宇
治
市
に
お
け
る
火
災
の
傾

向
と
し
て
は
、
「
放
火
の
疑
い
」

と
「
放
火
」
が
原
因
の
第
一
位

・
二
位
で
あ
る
こ
と
と
、
一
般

家
庭
か
ら
大
部
分
の
火
災
が
発

ま
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
元

未
了
。

　
放
火
さ
せ
な
い

　
環
境
づ
く
り
を

　
「
放
火
の
疑
い
」
や
「
放
火
」

が
原
因
で
あ
る
火
災
の
多
く
は
、

不
特
定
の
対
象
と
時
間
に
発
生

し
て
お
り
、
都
市
型
の
火
災
と

い
え
ま
す
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
増
え
、

死
角
と
な
り
や
す
い
物
ほ
、
階

段
、
ご
み
箱
、
駐
車
車
両
が
増

え
た
こ
と
が
そ
の
大
き
な
原
因

で
し
ょ
う
。
建
物
周
囲
に
は
紙

　
宇
治
市
消
防
本
部
で
は
「
火

災
か
ら
ま
も
ろ
う
、
み
ん
な
の

文
化
財
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
二

十
三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の

間
、
文
化
財
防
火
運
動
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
火
」

の
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
文
化
財
の
付
近
で

は
た
き
火
や
た
ば
こ
な
ど
の
火

気
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

類
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
ず
、
照
明
な
ど
を
設
け
て
不

審
者
が
簡
単
に
放
火
で
き
な
い

ぷ
つ
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
放
火

防
止
対
策
だ
け
で
な
く
、
町
内

会
・
自
治
会
が
「
私
た
ち
の
街

は
、
私
た
ち
が
守
る
」
と
い
う

気
持
ち
で
組
織
的
に
活
動
し
て

い
け
ば
、
さ
ら
に
効
果
が
あ
る

の
で
す
。

　
　
ち
よ
つ
と
し
た

　
　
気
の
緩
み
か
ら

　
次
に
、
一
般
家
庭
か
ら
の
火

災
発
生
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
そ
の
発
生
原
因
は
、
「
コ
ン

ロ
」
が
大
部
分
を
占
め
、
ほ
か

に
は
「
た
ば
こ
」
「
ス
ト
ー
ブ
」

　
「
電
燈
・
電
話
な
ど
の
配
線
」

　
「
う
フ
そ
ぐ
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
の
多
く
は
気
の
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　　　　　　O（2）

　　　　　　3（5）

緩
み
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
す

の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
掛
け

次
第
で
は
そ
の
発
生
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
の
ぷ
っ
に
暖
房
を
使
う
機

会
が
多
い
季
節
は
特
に
気
を
付

け
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
思
わ
ぬ
も
の
か
ら

　
火
災
が
…

　
ま
た
、
最
近
で
は
、
各
種
の

生
活
用
品
の
発
達
普
及
に
よ
り

思
わ
ぬ
物
品
か
ら
火
災
に
至
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
コ
ン
セ
ン
ト
を
幾
っ

か
っ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
延
長

コ
ー
ド
は
便
利
な
の
ぶ
ふ
、

許
容
範
囲
を
超
え
た
接
続
に
よ

り
発
熱
し
火
災
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
化
粧
用

の
ス
プ
レ
ー
の
中
に
は
燃
え
や

す
い
ガ
ス
の
入
っ
た
も
の
も
あ

り
、
取
り
扱
い
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　
使
用
す
る
と
き
は
説
明
書
を

よ
く
読
ん
で
火
災
の
発
生
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

紫式部文

学賞
市民代表推薦人募集

　
　
「
源
氏
物
語
」
宇
治
十
帖

の
舞
台
と
な
り
、
平
安
文
化

の
面
影
を
残
す
宇
治
に
ふ
さ

わ
し
い
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

と
し
て
「
紫
式
部
文
学
戸

が
創
設
さ
れ
、
今
年
で
第
四

回
を
迎
え
ま
す
。

　
市
で
は
今
回
の
候
補
作
品

を
推
薦
し
て
い
た
だ
く
市
民

代
表
の
推
薦
人
を
募
集
し
ま

す
。
　
市
民
代
表
推
薦
人
の
皆
さ

ん
か
ら
推
薦
さ
れ
た
作
品
は
、

救
急
・
救
助
統
計
か
ら

救
急
車
は
本
当
に

必
要
な
人
の
た
め
に

　
昨
年
の
救
急
車
の
出
動
件
数

は
三
里
（
百
六
十
八
件
、
一
日

平
均
で
は
十
・
〇
件
出
動
し
た

27（22）

4（4）

4（4）

7（5）

4（4）

4（3）

【出火件数(削)

【死　　者(人)】

【負(IS者(人)】

【種　　別(件)] i.建物

　　　　　　　　2.車両

　　　　　　　　　その他

【原　　因(件)】1.放火の疑い

　　　　　　　　2.放火

　　　　　　　　　こんろ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
昨
年
よ

昨
干
九
件
少
な
い
数
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
レ
か
し
こ
れ
は
昨

年
か
ら
宇
治
田
原
へ
の
応
援
出

動
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
宇
治

市
内
の
出
動
は
百
三
十
件
増
え
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　　　　　　　(　)内は前年の数字

【出動件数(件)1　　　　3,668(3.687)

【種　　別(件)】I.急病　　1,797(1,736)

　　　　　　　　2.交通事故1,045(1,115)

　　　　　　　　3.一般負傷　453 (441)

【搬送人員(人)】　　　3.523(3,663)

【不搬送(件)]　　　　238 (248)

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

全
国
の
作
家
・
出
版
社
な
ど

か
ら
推
薦
さ
れ
た
作
品
と
と

も
に
、
文
言
疑
考
の
対
象

と
な
り
、
左
表
の
選
考
委
員

に
よ
り
受
賞
作
品
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

　
推
薦
の
対
象
に
な
る
作
品

は
五
年
四
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に

刊
行
さ
れ
た
女
性
作
家
に
よ

る
文
学
作
品
。

　
推
薦
期
間
は
、
六
年
二
月

一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
。

　
ふ
だ
ん
の
読
書
の
成
果
を

生
か
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

文
学
賞
に
反
映
さ
せ
る
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
を
。

　
募
集
要
項
’
ｙ

○
定
員
・
：
1
0
人
。
（
応
募
多
数

の
と
き
は
抽
選
）

○
対
象
…
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
す
る
1
6
歳
以
上
の

人○
応
募
方
法
・
・
・
官
製
は
が
き

　選考委員

(50音順､敬称略)

ド
第
３
回
受
賞
の
石
牟
礼
道
子

　
（
い
し
む
れ
み
ち
こ
）
さ
ん
。

（
右
）
。
昨
年
の
受
賞
式
か
ら

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
性
別
・
職
業
（
学

校
名
）
を
記
入
し
て
、
宇
治

市
役
所
文
化
観
光
課
文
化
係

　
（
〒
Ⅲ
、
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ

Ｏ
応
募
期
間
・
・
・
１
月
3
1
日
囲

ま
で
（
必
着
）

○
そ
の
他
・
・
・
市
民
代
表
推
薦

人
と
し
て
候
補
作
品
金
貨
］

し
て
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

記
念
品
奎
迂
に
王
げ
ま
す

○
問
い
合
わ
せ
…
文
化
観
光

課
文
化
係
（
内
線
2
2
2
3
）

へ

多
田
道
太郎

竹
田

青嗣

瀬
戸
内
寂聴

大
庭
み
な子

梅
原

猛

氏

名

京
都
大
学
名
誉
教
授

文
芸
評
論
家

明
治
学
院
大
学
教
授

小

説

家

小

説

家

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ

　｜
所
長

専

門

職

業

な

ど

て
い
ま
す
。

　
運
ば
れ
た
人
の
う
ち
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
は
九
百
四
十

五
人
で
、
全
体
の
二
十
六
パ
ー

セ
ン
ト
。
特
に
急
病
で
運
ば
れ

た
人
の
う
ち
高
齢
者
は
六
百
六

十
人
で
三
十
八
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
お
り
、
今
後
ま
す

ま
す
高
齢
者
の
救
急
需
要
は
増

●平成５年の救助出動状況

) 内は前年の数字

　　　　　　45(33)

　1.交通事故27(22)

　2.水難　　８(3)

　　　　　　33(16)

【出動件数(件)】

【種　　別(件)】

【救出人員(人)】

加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
迎
ば
れ
た
人

の
う
ち
半
数
以
上
が
軽
傷
者
で

出
動
要
請
が
あ
っ
た
も
の
の
運

ぶ
必
要
の
な
い
ヶ
Ｉ
ス
も
二
百

三
十
八
件
あ
り
ま
し
た
。

　
救
急
車
の
台
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
本
当
に
必
要
な
時

に
必
要
な
人
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
・

タ
ク
シ
ー
や
マ
イ
カ
ー
で
運
べ

る
程
度
で
あ
れ
ば
利
用
し
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
方
昨
年
の
救
助
出
動
は
四

十
五
件
。
一
昨
年
よ
り
十
二
件

増
え
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
活

動
件
数
は
二
十
二
件
で
し
た
。

　
交
通
事
故
が
全
体
の
六
十
パ

ー
セ
ン
ト
と
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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放
火
が
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
に

平成５年中火災・救急統計まとまる
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市
で
は
家
庭
か
ら
出
る
「
燃
え
な
い
ご
み
」

を
毎
月
三
回
収
集
し
て
い
ま
す
。
先
ご
ろ
、

そ
の
収
集
作
業
中
、
作
業
員
が
救
急
病
院
に

運
ば
れ
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
み
袋
か
ら
飛
び
散
っ
た
灯
油
（
廃
油
）
を

全
身
に
浴
び
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
病
院
に
運
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
は

な
く
て
も
、
ペ
ン
キ
を
浴
び
た
、
ス
プ
レ
ー

Ｗ－－一－－－－ミーミミ響曙一皿－一晶晶

缶
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
で
爆
発
や
火
災
が
起
こ

っ
た
な
ど
の
事
故
は
、
そ
う
珍
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
み
の
出
し
方
を
ま
ち
が
え
た
り
、

○
タ
イ
ヤ

○
バ
イ
ク

○
土
砂
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ｏ
薬
品
（
農
薬
な
ど
）

Ｏ
危
険
物
・
処
理
困
難
物

　
例
…
灯
油
・
ガ
ン
リ
ビ

　
イ
ル
順
、
ぺ
．
ン
キ
順
、
壮

賢

収
集
で
き
な
い
物

　
・
マ
″
チ
な
ど
の
火
薬
類
、

　
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
消
火
器
、
バ

　
ッ
テ
リ
ー
な
ど

＊
以
上
の
物
は
、
購
入
し
た
店

　
か
、
専
門
の
業
者
に
依
頼
し

・
て
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し

出
し
方
の
ル
ー
ル

Ｏ
携
帯
ボ
ン
ベ
・
各
種
ス
プ
レ

　
ー
缶

　
↓
使
い
切
っ
た
後
、
く
ぎ
や

　
缶
切
り
で
穴
を
あ
け
、
中
の

　
ガ
ス
を
完
全
に
抜
い
て
か
ら

　
出
す

○
石
油
ス
ト
ー
ブ

　
↓
電
池
を
取
り
外
し
、
空
だ

一 皿 ・ ㎜ ｌ 個 － － 一 一

で
き
な
い
ご
み
が
出
さ
れ
た
り
し
て
い
た
た

め
に
起
こ
る
こ
う
し
た
事
故
の
被
害
は
、
作

業
員
や
収
集
車
だ
け
で
は
な
く
、
通
り
掛
か

り
の
人
や
車
、
付
近
の
建
物
や
塀
な
ど
に
ま

で
及
ぶ
事
も
あ
り
ま
す
。

　
『
燃
え
な
い
ご
み
』
に
は
出
し
て
良
い
物
・

い
け
な
い
物
が
、
ま
た
そ
の
出
し
方
に
は
ル

ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
ま
た
自
然
や
環
境
を
守
る
た
め
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
『
燃
え
な
い
ご
み
』
は
次
の
ル
ー
ル
を
し

っ
か
り
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
き
し
て
タ
ン
ク
内
の
灯
油
を

　
完
全
に
な
く
し
て
か
ら
出
す

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
・
ガ
ス
レ
ン
ジ

　
↓
電
池
や
携
帯
ボ
ン
ベ
を
取

　
り
外
し
て
出
す
、

Ｏ
自
転
車
（
１
回
に
１
台
）

　
↓
「
ご
み
」
と
表
示
し
て
出

　
す
。
使
用
中
の
自
転
車
が
ご

　
み
集
積
所
に
置
い
て
あ
っ
た

　
た
め
、
ご
み
と
し
て
収
集
し

　
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

　
し
た
。
こ
の
表
示
の
な
い
自

　
転
車
は
収
集
し
ま
せ
ん

Ｏ
カ
ミ
ソ
リ
・
針
な
ど

ご
存
じ
で

す
か

○
事
業
所
か
ら
出
る
営
業
上
。

の
ご
み
は
『
燃
え
る
ご
み
』

　
『
燃
え
な
い
ご
み
』
で
は
収
。

集
し
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
環

境
事
業
所
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

○
使
用
済
み
の
乾
電
池
は
透

明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、

　
「
燃
え
る
ご
み
」
の
収
集
日

に
、
ご
み
と
分
け
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
水
銀
に
よ
る
環

境
汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
別
に

処
理
し
ま
す
。

○
食
用
油
（
て
ん
ぷ
ら
油
な

ど
）
は
少
量
ず
つ
紙
や
布
に

染
み
込
ま
せ
る
か
、
凝
固
剤

で
固
ま
ら
せ
、
「
燃
え
る
ご

　
’
↓
ガ
ム
テ
ー
プ
や
厚
紙
に
包

　
ん
で
出
す

○
ガ
ラ
ス
片
・
電
球
な
ど

　
↓
段
ボ
ー
ル
・
厚
紙
な
ど
で

　
厳
重
に
包
み
、
「
割
れ
物
」

　
と
表
示
し
て
出
す

Ｏ
灰
　
↓
水
で
湿
ら
せ
、
丈
夫
な
袋

　
に
入
れ
て
出
す

○
力
－
ペ
ッ
ト
・
少
量
の
布
団

　
↓
カ
ー
ペ
″
ト
は
六
十
セ
ン

　
チ
四
方
の
大
き
さ
に
切
っ
て
。

　
布
団
は
ひ
も
で
小
さ
く
し
ば

　
っ
て
出
す

Ｏ
テ
レ
ビ
・
電
子
レ
ン
ジ
ー
ル

　
ー
ム
ク
ー
ラ
ー

　
↓
事
前
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
除
去
処
理

　
　
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。
依

　
頼
先
な
ど
詳
し
く
は
環
境
事

　
業
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　
さ
い

み
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
家
具
・
大
型
電
化
製
品
。

べ
″
ド
ー
マ
″
ド
レ
ス
・
畳

な
ど
の
粗
大
ご
み
や
、
引
っ

越
し
や
整
理
な
ど
で
一
時
に

多
量
の
ご
み
を
出
す
場
合
は

臨
時
ご
み
収
集
（
有
料
）
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境

事
業
所
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

平
成
６
年
度

指
名
登
録
業
者
の
受
け
付
け

市
内
業
者
を
対
象
に
２
月
７
日
（
月
）
か
ら

　
平
成
六
年
度
指
名
登
録
業
者

の
資
格
審
査
の
申
請
を
左
下
表

の
要
領
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
六
年
度
は
市
内
業
者
を
対
象

に
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
を
し
て
い
な
い
と
、
指

名
競
争
入
札
な
ど
に
参
加
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
請
要
領
の
請
求
は
直
接
管

財
契
約
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
　
〈
入
札
資
格
〉

　
次
の
項
目
の
う
ち
、
一
つ
で

も
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
人

　
（
業
者
）
は
登
録
申
請
で
き
ま

せ
ん
。自然と対話する日本人の美意識

いのち賛歌－
京都・日本画100人展

文化センターで2/22(火)～27(日)・3/1(火)～6(日)

　
○
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者

ま
た
は
、
破
産
者
で
復
権
を
得

な
い
人

　
Ｏ
平
成
６
年
３
月
3
1
日
現
在

で
当
該
業
務
開
始
後
２
年
未
満

の
人
（
建
設
工
事
関
係
業
種
で

は
建
設
業
法
に
よ
る
営
業
の
許

可
、
測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
関
係
業
種
で
は
業
務
ご

と
に
市
が
定
め
る
営
業
に
関
す

る
登
録
、
物
品
や
役
務
関
係
業

種
で
は
当
該
営
業
を
行
ラ
た
め

に
必
要
な
許
可
な
ど
を
得
た
後

２
年
未
満
の
人
）

　
Ｏ
直
前
２
年
の
各
営
業
年
度

に
営
業
実
績
高
が
な
い
人

　
○
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

　
問
い
合
わ
せ
は
管
財
契
約
課

契
約
係
（
内
線
2
1
0
8
）
へ
。

指名登録業者の受け付け日程表

　　○
各役
種務
の関
役係
務
提
供
な
ど

　　○
物物
品品
供関
給係
や
製
造
請
負

地測測
蕪

崔

几

　○
建建
築設
や工
土事
木関
な係
ど
の
工
事

申
請
区
分
と
業
務
内
容

　　２月７日(月)~2月24日田

午前9時から午後4時半まで(ただし正午

から午後1時までと土･日祝日は除く)

　受
・付
時期間間

宇治市役所西館４階4-2会議室
受
付
場
所

　　　　　　※　許商印中
さ要し申書こ　認業鑑請
い領い請類の　可登証書
ＱＬ　こにぶほ　等記明
　をとつχか　証簿書
　ごはい方　｀　明謄
　覧．て法必　書本
　く中の客要　な
　だ請詳どな　ど

必
要

書
類

な
ど

　
京
都
府
、
宇
治
市
、
則
宇
治
市
　
環
境
の
大
切
さ
を
広
く
訴
え
て

文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
主
催
で
、
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

「
い
の
ち
賛
歌
‐
京
都
・
日
本
画
　
　
ぜ
ひ
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

一
〇
〇
人
展
」
と
題
し
、
現
代
　
　
▼
と
き
・
・
・
Ｏ
前
期
１
２
月
2
2

の
京
都
日
本
画
壇
を
代
表
す
る
　
日
㈹
～
2
7
日
間
Ｏ
後
期
＝
３
月

人
だ
も
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
１
日
㈹
～
６
日
間
▼
と
こ
ろ
・
・
・

こ
れ
は
、
絶
滅
の
危
機
に
ひ
ん
　
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
前
売
り
券
・
・
・

す
る
動
植
物
の
保
護
を
目
的
と

し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
締
約

国
会
議
が
平
成
四
年
、
京
都
で

開
か
れ
た
の
を
機
に
企
画
さ
れ

た
も
の
。
美
し
い
四
季
折
々
の

変
化
の
中
で
、
自
然
と
親
し
み
、

自
然
を
慈
し
ん
で
き
た
日
本
人

の
美
意
識
を
、
、
自
然
の
持
つ
繊

細
で
華
麗
な
す
が
た
を
描
き
続

け
て
き
た
日
本
画
の
手
法
で
表

現
し
、
動
植
物
の
保
護
、
自
然

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
。

一
般
‥
Ｕ
３
０
０
円
、
大
・
高
・
中

生
9
2
0
0
円
（
当
日
は
各
１

０
０
円
増
し
。
小
学
生
以
下
は

無
料
）
▼
そ
の
他
…
前
期
と
後

期
で
作
品
を
入
れ
替
え
て
展
示
。

１
枚
の
入
場
券
で
２
回
入
場
で

き
ま
す
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
セ

ン
タ
ー
（
豊
2
0
・
2
1
1
1
）
。
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出
さ
な
い
で
！

出
し
方
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

宇
治
市
紹
介
ビ
デ
オ

彩
り
の
町
　
宇
治
十
章

　
ｓ
　
ｒ
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
♂
　
　
　
　
Ｊ

〈
広
報
課
で
貸
し
出
し
ま
す
」

’
゛
　
‘
　
｀
　
゛
ｙ
ｒ
’
、
゛
　
｀
―
、
゛
゛
≒
　
　
Ｉ
Ｉ
　
♂
♂
ｓ
♂
♂
　
　
ｒ
♂
♂
ｓ
Ｃ

。
」

｀
づ
市
で
は
こ
の
た
び
、
－
宇
洽
肝
ぺ
皆
さ
ん
に
診
Ｉ
貸
し
匹
じ
ま
史
と
暴
言
然
に
蚕
れ
参

氷
紹
介
ビ
デ
オ
「
彩
診
表
ナ
す
・
ニ
…
…
…
」
…
…
…
、
に
｝
二
…
…
…
…
私
ｔ
作
の
ま
ち
９
　
治
市
を
全
国

｝
巻
十
章
⊇
製
９
　
市
艮
の
＼
こ
の
ビ
デ
オ
は
、
半
年
の
歴
」
に
匹
く
７
　
ピ
ト
ル
ず
匙
ど
１
　

Ｊ
｀
Ｆ
…
…
き
’
゛
゛
’
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｀
’
｀
゛
“
…
…
ｙ
…
…
…
～
一
ヽ
’
Ｉ
ゝ
や
い
Ｉ
、
Ｊ
こ
、
、
い
’
ヽ
’
ｙ
〃
り
！
｀
レ
｀
ク
レ
≒
ｙ
リ
ド
｀
‐
｀
ご
し
～

　
　
♂
　
　
ｊ
　
Ｓ
　
≒
Ｑ
　
♂
　
　
ン
　
　
ー

に
こ
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
君
七

が
す
尹
の
素
箭
石
し
さ
七
五
二

面
識
し
て
い
た
だ
こ
シ
と
い
う
、
。

も
の
で
す
。
ご
ご
覧
に
な
り
た
い
｛

人
は
市
役
所
広
報
課
犬
（
豊
Ｆ
／

‘
3
1
4
1
内
線
2
0
6
9
）
へ
。
一

　
貸
し
出
し
は
無
料
。
期
間
は
原
い

如
と
し
て
三
日
間
で
す
。
｛
…

…
・
…
…
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(3)

公民館

■小倉公民館(豊22－4687)

　〈小・中学生を持つ親の教富〉

[〉２月２日~3月２日の水曜、午

前10時~正午。内容は下表[〉保育

…満2歳以上の幼児を先着20人ま

で。おやつ代400円が必要。受講

申し込み時に申し込みを圃同館。

先着40

人１ 子供の心を知ろう

２ いい軍族関係のために･家.Sでの対舌

３ いい家族間係のために･自立への第＼歩

４ 子供の体を知ろう

５ これからの家族関係のために

■木幡公民館（a32－8290）

　　〈子育てを考える講座〉r〉2月

７日～n月14日の月曜、午前uo時

～正午。内容は下表E〉保育…満２

歳sx上の幼児を先着2o人まて1お

やつ代600円が必要。受講申し込

み時に申し込みを［画同館。先着

30九

１ 学校と家庭

２ 小学生の心の'うごき

３ 子供の本を考える

４ 性教育で困らないために

５ 人権p?l題を考える(E画フォーラム）

６ 自立心を育てるには

スポーツ

圖ラージポール卓球教室

　E〉29日{+)･

2月５日(土)・３月19

日出、午後i時～Q時。黄槃体育

館[〉持ち物…体育館用の靴圃千

賀さん(S07745-3-7168)。

健康

・三種混合予防接種。

　百日せき・ジフテリア・破傷風

の予防才刻重です。[〉日程…５年度

版｢市民カレンダーと手びき｣に

掲観[〉接種方法･･○第１期＝2歳

以上4歳末5両の間に、3～8週間

間隔で３回接種○第2期＝第i期

･の３回目終了後＼年～１年半の間

に１回接種○第３期＝小学６年生

在学中に１回接種(学校で接種で

きなかった児童は、保護者同伴で

▽
資
格
と
条
件
・
：
宇
治
市
に
住
民
登

　
録
か
外
国
人
登
録
が
あ
り
、
市
内

　
在
住
の
人
（
既
に
天
ヶ
瀬
墓
地
公

　
園
Ａ
区
か
Ｂ
区
を
使
用
し
て
い
る

　
世
帯
の
人
を
除
く
）
で
、
３
年
以

　
内
に
墓
石
を
建
て
る
人

▽
募
集
区
画
…
４
㎡
（
間
口
１
８
０

　
ｔ
Ｘ
奥
行
き
２
２
５
ぢ
）
3
6
区
画

マ
使
用
料
・
管
理
料
・
・
・
１
０
０
万
円
、

　
年
間
８
千
円

マ
申
し
込
み
…
希
望
す
る
人
は
１
月

　
3
0
日
間
ま
で
に
印
鑑
を
持
っ
て
、

　
直
接
鶴
宇
治
市
霊
園
公
社
天
ヶ
瀬

　
墓
地
公
園
管
理
事
務
所
（
宇
治
金

　
井
戸
フ
ノ
3
7
'
a
2
0
・
5
9
5
8
）

　
ヘ

マ
使
用
者
と
区
画
の
決
定
・
・
・
２
月
３

　
日
因
に
管
理
事
務
所
で
公
開
抽
選

　
し
、
結
果
を
応
募
者
全
員
に
通
知

　
し
ま
す

宇　1台　rfJ Be　だ　よ　り

３日の木曜、午前o時～正午。城

南勤労者福祉会館[〉講師…儀斑乍

法研究会・岩上力さんE〉1500円

匝同館046－0780)。先着50A,

来場を)

t〉百日せきにかかった、

4

歳以上6歳末丿屑でまだ接種して

いないなどの幼児のため、二種丿昆

合(ジフテリア・破傷風)も同時

に実施しています[咄呆健予防課

　(内線2261)。各会場とも車での

来場はご遠慮ください。

講座・資格

■危険物取扱者試験

　２月27日(日)、龍谷大学[〉試験区

分‥乙種第４種、丙種圃市内各

消防(分署てを布巾の願書を、１月

26日出～28日出に㈲消防試験研

究センター京都府支部(京都市上

京区釜座通丸太町上ル都文化ビル

ディング２階)へ本試験のため

の講習会要項も併せて配布します

　[Ｍ消防本部予防課(内線2657)。

■甲種防火管理者資格付与講習会

　[〉２月17日出・18日６午前９時

～午後4時半、市役所[〉対象…市

内在住･在動の人､先着70人[画市

内各消防(佃署で配布中の申請書

を、１月24日(月)~27日ｍに消防本

部予防課(市役所３階、内線2657)

へ印鑑、31-

X

4

rの顔写真１

枚、テキスト代4000円持参で。

■城南地域職業訓練センターの講座

　[画いずれも同センター(S46－

0588)。

　　〈ワープロ初級〉２月15日~3

月７日の月・火・木・金曜、午前

９時半～正午(一部午後３時半ま

で)t〉i万8oo円。　くワープロ

中級〉３月２日~4月２日の水曜

・午後6時半~9時と土曜・午前

９時半～正午E〉1万1700円。くパ

ソコンロータス123初級入門〉２

月25日3月15日の火・金曜、午

後6時半~9時レフ800円。くパソ

コンロータス123中級〉２月20日

~4月10日の日曜、午前９時半～

正午[〉１万400円。　くパソコン

カード３十〉２月25日-3月15日

の火・金曜、午後６時半~9時c〉

7800円。

圖冠婚葬祭作法教室

　l〉2月３日･17B

･24日、3月

　～安全で快適に暮らすため1こ

　E〉30日(日汗前10時~正午、総合

福祉会館[〉対象…市内在住で肢体

障害がある人と介護者。先着30人

(介護者含む)『咽社会教育課(内

線2516)。24日(月)まてこ

福祉・年金

■児童手当の申請

　児童手当は2歳未!i薦の児童を養

育している人に支給されます。該

当する児童を養育していて末申請

の人は、速やかに手続きを(た

だし所得制限があります)。手続

きには児童を養育している人の預

金通帳(銀行か信用金庫に限る)

と認め印が必要です[Ｍ福祉総務

課母子児童福祉係(内線23O7)。

・在宅ねたきり老人等介霞者リフ

　レッシユ事業

　介護疲れの解消と元気回復を目

指して行います。じ〉２月19日(土)午

前lO時半～午後4時。J

R京都駅

烏九口定期観光バス乗り場集合I〉

内容…京都定期観光パス冬のあじ

わいコース[〉対象…市内在住で、

おおむねs^歳以上の寝たきりなど

の老人を､在宅で介護している人

先着40人　匝所定の申込書で長寿

社会対策課高齢者福祉係(内線23

16)へ。

・リーディングボランティア初級

　講座

　[〉25日～Q月８日の火曜、午後

１時半～q時半。総合福祉会館[〉

対象…高校生以上先着30人[圏

宇治ボランティア活動センター

(社会福祉協議会内・き22-5650)

へ電話で。

１年金相談所

　自分の年金はどうなるのかなど

年金についての疑問をお持ちの人、

所得が少ないなどの事情で保険料

の納付が困難な人は気軽にごｵ鴎炎

を。なお、ｵ目談所では保険料の徴

収もしています。保険料の末納期

間が多くなると、将来、老齢基礎

年金さえ受けられないこともあり

ます。納め忘れがある場合はこの

機会に納めてください。E〉24日㈲

＝木幡公民館、25日(火)＝西友宇治

店、25日伽＝ニチイ大久保店。い

ずれも午前10時～午後3時[哉国

民年金課(内線2310)。

天
ヶ
瀬
墓
地
公
園
（
第
2
期
分
）

　
4
㎡
墓
所
使
用
者
の
２
次
募
集
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圃市職員

　c〉職種・対象…○自動車運転技

師＝昭和39年４月２日～51年４月

１日に生まれ、普通運転免許(第

１種)以上を持つ男子・若千名○

土木技手＝昭和39年４月２日～51

年４月１日に生まれた男子・若干

名【〉1次試験…１月29日田午前９

時～、市職員会館困市指定の履

歴書と申込書を, 1月24日(月)～28

日図に職員課(内叙O63)へ持参で

(郵送不可)。履歴書､申込書､実施

要項は同課にあります。

・京都職業能力開発促進センター

　職業訓練６年度４月期生

　[〉対象…mm.者、転職希望者。

年齢・性別は不問E〉募集科‥金属

成型科、物流サービス科、電気設

備科、電子忠>珊恥デザイン工芸

科、ビルメンテナンス科(45歳以

上)、CAD ･ CAM科、ｏＡビ

ジネス科。いずれも期間は６ヵ月

凶昆考日…３月lO日出SI同セン

ター(長岡京市友岡1-2-1 aO75-

951-7391)か宇治公共職業安定所

　(020－8509)。3月３日困ま罵

お知らせ

　農業委員会では、選挙人名簿に

登靫できる人(1月１日現在)を

調査しています。登歓申請書を未

提出の人は至急、同委員会事務局

(内線591)へ提出してください。

未提出の場合、選挙人名簿未登載

となり、投票できない場合があり

ますのてご注意を。

■中小企業経営支援のための特別

　融資|に関する利子補給

　京都府中小企業経営支援持別融

資⑩－^B)、京者隋中小企業体

質強化資金特別融資(図－狂瓦))を

受けた人に利子補給をします。じ〉

対象…５年１月～12月の支払い利

刊〉補給期間…２年間c〉補給額…

年利0.7％相当額[〉資格…市内に

１年以上、住所(法人は本店所在

地)があること　圃交付申請に関

する説明をしますので、返済予定

表を持って商工課(内線2217)へ

■中小企業者のための移動相談

　c〉26日出午後１時～n時、商工

会議所(産業会館内)[〉内容…受

発注取引など匯^京都府中小企

業振興公社(S075-313- 1159)。

■最低賃金改正について

　京都府内の労働者と使用者に適

リサイクル情報センター開設中

現在登録されている品物は次のとおり。申し込み・問い合わ

せはリサイクル情報センター（商工課内・内It 2218）へ

譲

り

ま

す

ベッド（引き出し付きシングル、ダブル、セミダブル）、ソファーベッド、ロッ

キングチェア、食器棚、電気ストーブ、扇風機、シャンデリア、ＣＤラジカセ、

ステレオ、オーブントースター、エレクトーン、ＬＰガス２ロガスコンロ、ガス

オーブン付きコンロ、自転車（大人用、子供用14インチ）、ベビー用品（A型ベ

ビーカー、ベッド、ラック、調乳用ポット）、編み機、ミシン（足踏み、動力）、

布団干し、ぶらんこ、健康器具、観賞魚用水槽一式、リビングボード

譲

つ

て

ほ

し

い

電灯笠、小鳥かご、応接セット、２段ベッド、ソファーベッド、洋服ダンス、下

駄箱、本棚、食卓テーブル、ピアノのいす、ダンス、テーブル、除湿機､加湿機、

ダブルラジカセ、洗濯機、トランシーバー、ビデオデッキ、冷蔵庫、ステレオス

ピーカー、オーブントースター、コードレス電話、電気もちつき機、ホームベー

カリー、布団乾燥機、掃除機、ワープロ、カラオケ用ビデオディスク、カラーテ

レビ、ピアノ、電子ピアノ、子供用バイオリン、和太鼓、ギター、チューニング

メーター、ストーブ(石油、ガス)、ファンヒーター(石油、ガス)、自転車(子供

用・大人用)、三輪車、ベビーカー(Ａ・B型、双子用),ベビー用品(カーシー

ト、体重計、ハイチェア、フェンス)、調乳用ポット、一眼レフカメラ、すべり

台、物品棚、あんま機、電動糸のこぎり、スーツケース、スケーﾄ靴

用される最低賃金は､日額4754円、○

時間1,1595円に改正されました。今

産業別の最低賃金も改正されてい月

ます。詳しくは京都労働基準局賃1ﾐ

　　　　　　　　　　　　　　　ヽ金課(S075-241-3216)へ　　っ

■第6回リサイクル自転車販売　畠

　駅周辺から撤去した放置自転車人

をリサイクル販売します。購入希暑

望の人ははがきで申し込みを。応｀

募者の中から抽選で約200人3

｢リサイクル自転車購入抽選券｣ナ

をお送りします。当日は、この抽A

選券がないと入場できません。t〉　の

２月19日出、受け付け＝午後１時賢

一・販売＝午後i時半～。市役所が

北玄関横[〉販売台数丿面格‥的60
蓉

台。6000円・7000円・8000円の３　ま

種類。希望者多数の場合は抽選　兄

匝]はがき(1人1枚)に｢リサイで

クル自転車購入抽選券申込書｣と、ｋ

住所、氏名、年齢、電話番号、放　゜

置自転車やリサイクルに対するあ萱

なたの声を書き、市役所交通対策だ

課へ1月31日(月)(当日消印有効)裳

まで[厖同課(内|泉2259)。　　　庭

■京都府消費者ふれあい広場　　史

　[〉２月４日(i3~9日出、京都近気

鉄百貨店７階・アバンティホール蓉

ほかc〉テーマ…くらしに生かす創写

意と工夫E〉内容…環境にやさしい辱

エコロジーグッズの販売、リサイ　紹

クル教室、ノ'げー、講演ほかm合

京都府商工部消費生活課(£tO75-ま

414-4866)。　　　　　　　　　　叉

■市立幼稚園こども展　　　　　　ご

　園児たちの絵画や制ｲ甘勿、写真霊

を展示します。[〉27日出~30日(日)の

午前９時～牛後4時、中央公民館合

　[Ｍ判交教育課(内線2612)。　24

■ 『源氏ろまん』宇治川屋台村・　局

　如月茶会　　　　　　　　　　　ま

　[〉２月19日出･20日(日),午前lo召

時～午後A時。宇治公園中ノ島。広

雨天丿夫行[〉内容…○is.台＝茶がゆ謀

など30店○茶会＝全国茶品評会農⌒

林水産大臣賞及び産地賞受賞抹茶霖

を使用【〉前売り券…100円×22枚２

を2000円て1　1月21日面発売開始９

[〉発売所‥･観光センター、観光案息

内所、京阪交通社各営業所[邑観へ

光協会(S23－3334)。　　　　　　゜

　■"a正月クロスワードパズル』｡

(1月１日号)の正解　　　　　Ｔ

　答えは｢カンシ(寛子)｣レ正解

者101通(応募総数121通)のうち／

藤田洋子さん(小倉ffll蓮池)は紅

19人に賞品をお送りしました。ごT

応募、ありがとうございました。'=

品目 規　格 鸚j格
価格状況

対腕月比対s年比

灯　油
ise店頭 93”

w ▲Jげ

lae配達 1050 ▲0.8 ▲0.3

ガソリン
レギュラー

1 I現金売り 120 ０
▲4.0

ティ･芯シュ
　ペーパー

400 枚1 箱

り-jクス･ｽｺﾌﾃｨ 100 ▲1.0 ▲15.3
台所用

　ラップ

サランラップ
30㎝×20m 201 0.5▲2.0

アルミ

　ホイル 25㎝×8m 126
▲6.7 ▲9.4

洗濯用
　粉石鹸 2Akg 794 ▲3.1 2.2

牛　肉
すき焼き用

中程度lOOg 406 4.1 0.7

紅　鮭 切り身100g 261▲1.1
-

バレイショ 男爵100g 23 9.5▲4.2

キャベツ中玉約1kg 209 91.747.2

鶏　卵 Ｍサイズパック入lO個 147 5.0▲9.3

食用･油
日清サラダ油

ポリ容器15009 501
▲0.2 ▲14.5

しよう油
ｷｯｺｰﾏ･/濃ロ

ポリ容器1 t 253 4.5
▲8.0

砂　穂 上白lkf 225 14.8 2.3

み　そ タケヤミソ
lkf 389 6.9 2.9

○いずれも消費税込み ▲は減

お
買
い
物
の
め
や
す
　
1
月

分

・肢体障害者教室「防災防火講座」

情報

BOX

市役所　〒611宇治琵琶33
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※
１
月
初
め
に
実
施
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　
店
頭
価
格
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
す
。



宇　1台　rfJ j攻　だ｀　よ　り

雪
の
平
等
院

　
　
　
　
　
　
　
宇
治
野
神

　
宇
治
と
い
え
ば
、
私
は
や
は

り
「
宇
治
川
と
平
等
院
」
だ
と

思
い
ま
す
。
歴
史
に
深
く
関
心

永
井
博
さ
ん
（
七
四
）

　
レ
ン
ズ
を
通
し
て
み
る
宇
治

は
い
ろ
い
ろ
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
四
９
　
折
々
に
移
り

か
お
る
宇
治
の
す
ば
ら
し
さ
は
、

こ
の
地
に
く
ら
し
て
い
る
か
ら

を
持
っ
て
い
る
私
は
、
京
都
か
　
こ
そ
み
つ
け
ら
れ
る
も
の
だ
と

ら
宇
治
に
移
り
住
ん
で
十
数
年
、
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ま
も

あ
ち
こ
ち
を
歩
き
ま
し
た
。
　
　
な
お
平
等
院
に
魅
せ
β
れ
て
い

永
井
さ
ん
が
撮
影
さ
れ
た

「
雪
の
鳳
凰
堂
」

万
福
寺
周
辺

五
ヶ
庄
福
角
　
加
藤
房
枝
さ
ん
（
四
八
）

　
　
「
第
一
義
」
と
見
事
な
書
体

の
額
が
あ
る
万
福
寺
の
総
門
。

　
こ
の
山
門
か
ら
続
く
旧
道
を
、

本
山
の
僧
侶
達
が
謳
に
回
る

そ
の
前
を
通
る
老
人
達
は
、
必
　
日
が
あ
る
。
何
人
も
の
僧
が
列

ず
と
云
っ
て
よ
い
程
手
を
合
わ
　
を
成
し
「
オ
ー
」
「
オ
ー
ー
」

せ
て
往
来
す
る
。
買
い
物
袋
を

手
に
、
ま
た
雨
の
日
は
傘
の
中

か
ら
、
何
か
を
祈
る
姿
を
見
る

と
低
く
長
く
続
く
声
は
、
機
械

音
の
中
に
暮
ら
す
私
の
胸
の
中

に
、
温
か
な
人
の
声
と
し
て
響

ま
す
。
「
雪
の
鳳
凰

堂
」
は
、
水
墨
画
の

よ
う
に
美
し
く
、
時

代
を
越
え
て
、
私
に

せ
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
平
安
時
代
、
藤
原

頼
通
も
こ
の
よ
う
に

し
て
、
眺
め
た
の
だ

ろ
シ
か
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
き
り
な
が
ら
、

次
々
と
い
ろ
い
ろ
の

場
面
が
頭
の
中
を
か

け
め
ぐ
り
ま
す
。

　
い
っ
と
き
に
撮
っ

た
十
数
枚
の
中
か
ら

自
分
の
気
持
ち
と
あ

っ
た
一
枚
に
出
会
っ

た
と
き
、
寒
さ
に
ま

け
ず
撮
影
に
出
て
よ

か
っ
た
と
満
足
し
ま

す
。
　
宇
治
は
、
ま
だ
ま

だ
、
私
を
夢
中
に
さ

せ
て
く
れ
る
自
然
と

史
蹟
を
持
っ
て
い
ま

す
。

万福寺総門

と
、
我
欲
に
生
き
気
ぜ
わ
し
い
　
き
入
る
。
家
事
の
手
を
止
め
、
　
か
ら
お
経
を
唱
え
て
立
ち
去
る
。
私
は
好
き
だ
。
乾
い
た
心
に
潤

私
に
ヽ
ふ
と
万
物
へ
の
敬
い
と
何
が
し
か
の
お
金
を
包
み
ヽ
前
　
浄
財
を
渡
乙
詞
の
交
涅
ヽ
い
を
与
え
て
く
れ
る
黄
栞
の
地

感
謝
の
気
持
ち
を
思
い
起
こ
さ
　
を
行
く
僧
の
前
垂
れ
に
そ
っ
と
　
互
い
に
無
と
な
り
、
胤
邱
し
く
　
に
縁
あ
っ
て
暮
ら
せ
る
事
を
、

せ
て
く
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
置
く
。
彼
は
深
々
と
礼
を
し
て
　
心
を
肺
衿
れ
た
気
持
ち
に
な
り
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。

冬
の
朝
、
宇
治
橋
三
ノ
間
か
ら
眺
め
た
宇
治
川
上
流

自
然
豊
か
な

詩
的
な
町
・
宇
治

　
　
　
　
六
地
蔵
徳
永

　
緑
豊
か
な
四
季
の
う
つ
ろ
い

を
、
千
年
の
歴
史
を
川
面
に
映

し
、
宇
治
川
は
今
日
も
力
強
く

藤
田
ユ
ウ
子
ご
（
七
四
）

　
は
川
辺
に
涼
を
呼
ぶ
、
秋
は
紅

　
葉
が
山
を
染
め
、
川
面
に
霜
の

　
湯
気
が
立
つ
冬
・
…
橋
を
行
く

流
れ
る
。
釣
り
人
が
三
三
五
五
、
人
は
三
ノ
間
に
足
を
止
め
、
そ

釣
り
糸
を
垂
れ
る
風
景
は
一
服
の
自
然
美
に
暫
し
心
満
た
さ
れ
、

の
画
を
見
る
如
し
…
。
ピ
ン
ク

色
と
ギ
ボ
シ
が
、
と
て
も
可
愛

い
宇
治
橋
。
三
ノ
間
か
ら
の
眺

め
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
く
、

春
は
桜
花
が
咲
き
み
だ
れ
、
夏

脚
光
浴
び
る

源
氏
物
語
の
里

　
　
　
椛
島
町
薗
場
松
田
絹
代
ｊ
（
£

　
宇
治
市
民
と
し
て
二
十
余
　
活
し
ヽ
子
供
三
人
を
哉
み
日

年
。
宇
治
と
の
出
会
い
は
、
　
々
を
送
る
４
と
な
り
ま
し
た
。

あ
る
企
業
と
の
出
会
い
で
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
企
業
の

就
職
試
験
に
訪
れ
、
宿
の
窓

か
ら
見
た
宇
治
川
の
早
瀬
に

驚
い
た
も
の
で
し
た
。
そ
し

て
、
七
年
間
そ
の
企
業
に
身

を
置
き
、
青
春
の
日
々
を
。

同
じ
く
企
業
戦
士
の
夫
と
生

一
服
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
で
あ

ろ
う
・
…

　
本
当
に
す
て
き
な
宇
治
市
に

お
仲
間
入
り
し
て
、
今
年
は
十

年
を
迎
え
る
。
今
で
は
す
っ
か

そ
の
戦
士
も
昨
年
勤
続
二
十

五
年
か
迎
え
、
各
々
の
故
郷

で
す
ご
し
た
年
月
よ
り
も
既

に
宇
治
の
年
数
が
越
え
て
し

ま
っ
た
。
文
字
通
り
子
供
達

は
、
宇
治
そ
の
も
の
が
故
郷
。

　
そ
の
若
き
日
に
、
源
氏
物

語
「
宇
治
十
帖
」
の
碑
を
、

松田さんは昨年も、家族で宇治

十帖スタンプラリーに参加され

ました（写真は松田さん提供）

心
の
支
え
・
宇
治

五
ヶ
庄
西
浦
滝
沢
美
佐
尾
ご
（
七
八
）

　
し
の
の
め
　
さ
ん
ろ
く
　
　
な
が

　
東
雲
の
山
麓
を
仰
ぎ
乍
ら

生
ま
れ
育
っ
た
宇
治
の
町
。

宇
治
小
学
校
前
に
、
親
か
ら

私
、
息
子
か
ら
孫
と
何
代
も

が
長
閑
な
こ
の
宇
治
の
里
に

生
を
受
け
ま
し
た
。
近
く
は

　
「
山
門
を
出
ず
れ
ば
日
本
の

茶
摘
み
う
た
」
の
如
く
静
か

で
ヽ
隠
元
禅
師
の
歴
史
１
　

り
こ
う
ば
し
い
茶
の
香
に
染
ま

り
、
宇
治
が
大
好
き
な
私
で
す
。

何
か
好
き
と
問
わ
れ
た
ら
先
ず
。

　
ヨ
ノ
間
か
ら
見
る
風
尹
と

答
え
る
で
あ
ろ
う
・
…
三
ノ
間

に
暫
し
自
然
と
語
り
合
っ
て
い

る
と
、
体
の
す
み
ず
み
ま
で
洗

わ
れ
た
思
い
に
か
ら
れ
る
。
詩

的
な
町
、
ロ
マ
ン
な
古
都
を
、

９
　
回
で
も
大
切
に
し
た
く
思

草
木
に
ひ
っ
そ
り
と
埋
も
れ

る
木
の
札
を
さ
が
し
た
ず
ね

た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
今
、

市
の
創
生
事
業
と
し
て
「
紫

式
部
文
学
賞
・
市
民
文
化
賞
」

が
制
定
さ
れ
、
脚
光
を
浴
び

る
源
氏
文
学
の
里
ポ
治
」

毎
年
の
源
氏
物
語
の
イ
ベ
ン

ト
に
、
子
供
達
と
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、
受

賞
式
に
一
般
入
場
し
た
り
と
、

さ
さ
や
か
な
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
千
年
変
わ
る
事

な
い
宇
治
川
の
早
瀬
は
今
も
、

人
々
に
生
活
の
潤
い
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

く
中
国
の
お
寺
・
万
福
寺
が

あ
り
ま
す
。
私
の
大
好
き
な

お
寺
で
す
。
コ
ー
ン
と
響
く

票
鐘
の
音
に
手
を
合
わ
す

ば
か
り
で
す
。

　
何
十
年
か
前
の
事
、
京
都

に
出
掛
け
、
あ
る
川
の
ほ
と

り
で
出
店
の
お
ば
さ
ん
に
、

「
歌
で
知
ら
れ
た
川
で
す
が
、

来
て
見
れ
ば
わ
か
ら
な
い
も

の
で
す
ね
」
と
思
わ
ず
口
に

し
た
と
こ
ろ
、
「
あ
ん
た
何
処

か
ら
お
い
で
や
し
た
」
と
聞

か
れ
、
「
宇
治
」
と
答
え
た

霊
栞
に
、
「
そ
ら
、
宇
治
に

勝
る
と
こ
お
へ
ん
わ
」
と
言

わ
れ
、
思
わ
ず
心
が
広
く
な

り
ま
し
た
。

　
あ
の
宇
治
橋
よ
り
眺
め
る

塔
の
島
に
、
平
等
院
や
紫
式

部
の
伝
説
、
数
々
の
名
所
が

あ
り
ま
す
。
空
気
が
澄
み
、

水
は
清
く
、
心
の
優
し
い
人

々
に
か
こ
ま
れ
乍
ら
、
美
味

し
い
お
茶
の
一
時
。
現
在
、

宇
治
で
は
、
何
の
災
害
に
も

見
舞
わ
れ
ず
、
先
祖
よ
り
伝

わ
っ
て
来
た
銘
茶
が
遠
近
の

人
々
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
大
好
き
な
宇
治
の
里
は
私

の
心
の
支
え
で
す
。

い
い
日
出
発

羽
戸
山
三
丁
目
深
潭
和
子
ご
（
Ｊ
ハ
）

宇
治
に
移
り
住
む
よ
う
に
冬
空
に
回
し
て
い
る
落
葉

な
っ
て
、
今
そ
の
よ
さ
を
満
　
樹
の
梢
に
、
徐
に
身
も
心
も

喫
し
て
い
る
一
つ
に
、
朝
の

通
勤
に
利
用
し
て
い
る
京
阪

宇
治
交
通
バ
ス
の
沿
線
風
景

が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
黄
栞
駅
か
ら
の
こ
の

路
線
は
、
菟
道
高
校
を
経
て
、

三
室
戸
寺
、
明
星
町
を
通
っ

て
宇
治
車
庫
へ
至
る
の
だ
が
、

四
季
折
々
の
車
窓
の
眺
め
が

と
て
も
気
持
ち
が
休
ま
る
の

で
あ
る
。
五
雲
峰
、
明
星
町

の
山
腹
を
縫
っ
て
い
る
か
ら

だ
ろ
う
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴

び
て
い
る
よ
う
な
清
々
し
さ

が
あ
る
。
さ
な
が
ら
、
さ
わ

や
か
な
朝
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
と
い
っ
た
あ
ん
ば
い

で
あ
る
。
芽
吹
く
春
の
竹
林

の
風
情
、
涼
し
げ
な
杉
木
立

ち
の
夏
の
緑
陰
、
紅
と
朱
と

黄
色
に
染
ま
る
秋
の
山
肌
、

め
ざ
め
て
一
日
が
は
じ
ま
っ

て
い
く
。
明
星
園
の
バ
ス
停

他
の
お
誼
様
は
優
し
い
表

情
で
「
気
を
付
け
て
ね
」
と

送
り
出
し
て
く
だ
さ
る
み
た

い
で
あ
る
。

　
あ
ぐ
せ
く
し
た
暮
ら
し
の

毎
日
だ
け
れ
ど
、
こ
う
し
た

い
い
時
間
か
持
て
る
幸
せ
を

感
謝
し
て
い
る
。

明
星
國
バ
ス
停
の
近
く
に
あ
る

お
地
蔵
様
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私にとっての”宇治”

ふるさと・宇治に対する思い、印象に残るまちの風景や表情についての投稿を募集したところ、

皆さんから多くのお手紙をいただきました。そこで、そのうちから何点かを、今回と３月２１日の

２回に分けて紹介します。
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